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とちぎ戦後 80年 ～親子で知ってみませんか？ “戦争”のこと～ 

栃木県立博物館 学芸部人文課 

特別研究員 小栁真弓 

 はじめに  

●戦争の時代を実際に経験した世代が減
へ

ってきている…… 

  ・意識しないと、かつて日本が戦争をしていた時代の情報に接することができない 

  ・「経験した世代の語
かた

り継
つ

ぎ」と同じぐらい、「資料をのこす」ことが大切 

→写真や実物資料が残っていると、想像力を補
おぎな

える 

より適切
てきせつ

にその時代を理解できる 

 

●今、栃木県立博物館では軍隊・戦争と栃木の関係を紹介する展示をしています 

  ・副題
ふくだい

の「おやと子で知る」にこめた願い 

→幅広
はばひろ

い年代の方々に戦争について知ってほしい！（親と子、祖父母と孫……） 

  ・子どもだって、日々触
ふ

れるニュースから戦争についていろいろ考えている 

    →次の世代を担
にな

う子どもはもちろん、その親世代も学んでいかなければならない 

     （自
じ

戒
かい

も含め） 

  ・本企画展オリジナルキャラクター「ハトオ」が子どもむけにナビゲート！ 

 

 近代とちぎがあゆんだ戦争の歴史  

 嘉
か

永
えい

７年（1854） ペリー来航
らいこう

→江
え

戸
ど

幕
ばく

府
ふ

に開国を要求（その他の欧
おう

米
べい

列
れっ

強
きょう

も日本に接近） 

 慶応
けいおう

３年（1867） 大政
たいせい

奉還
ほうかん

（徳川
とくがわ

慶喜
よしのぶ

が政権を朝
ちょう

廷
てい

に返
へん

上
じょう

） 

 慶応４年（1868） 戊
ぼ

辰
しん

戦
せん

争
そう

（新政府に対し旧幕府軍が抵抗
ていこう

） 

 明
めい

治
じ

６年（1873） 徴
ちょう

兵
へい

令
れい

（20歳以上の男子に２年間の兵役
へいえき

 

を課
か

す）→国
こく

民
みん

皆
かい

兵
へい

を目指す 

 明治 10年（1877）西南
せいなん

戦争
せんそう

 

            →国内の治安がようやく落ち着く 

     

 明治 17年（1884）宇都宮におかれた軍隊が千葉県へ移転 

 

 明治 27年（1894）朝
ちょう

鮮
せん

半島に進出したい日本と、 

           朝鮮を属国
ぞっこく

として扱う清
しん

が対立！ 

            →日
にっ

清
しん

戦
せん

争
そう

  
宇都宮城の跡に兵士の宿舎や 

訓練場がおかれたよ！ 
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下野国河内郡宇都宮市中略図 明治６年（1873） 栃木県立図書館蔵 



 明治 28年（1895）下関
しものせき

条約で講
こう

和
わ

……日本は【賠
ばい

償
しょう

金
きん

】【遼
りょう

東
とう

半
はん

島
とう

】を獲得
かくとく

 

                          ▲▲▲ 

                    日本の進出を警戒
けいかい

するロシアが 

ドイツ・フランスとともに三
さん

国
ごく

干
かん

渉
しょう

 

 明治 37年（1904）日本とロシアの対立が深まり、日
にち

露
ろ

戦
せん

争
そう

が起きる 

 

  かろうじて勝利 

  アメリカの仲
ちゅう

介
かい

で講和 

  （ポーツマス条約） 

   →【賠償金】なし 

    【長
ちょう

春
しゅん

以
い

南
なん

の鉄道の利権】 

    【韓国への監
かん

督
とく

権
けん

】獲得 

       ※1910年 韓国併合 

 

 明治 38年以降 日露戦争の最中から日本は軍事力を増
ぞう

強
きょう

  日本の企
き

業
ぎょう

や軍隊が満州に進出 

           →増やした軍隊をどこに置く！？     →中国の強い反発を招
まね

く 

 明治 42年（1909） 宇都宮に「第
だい

十
じゅう

四
よん

師
し

団
だん

」が置かれる 

                ※歩
ほ

兵
へい

・騎
き

兵
へい

・野
や

砲
ほう

兵
へい

・輜
し

重
ちょう

兵
へい

からなる部隊（約１万人） 

 大正３年（1914） 第一次世界大戦がヨーロッパで起きる 

            →日本は革命
かくめい

が起きたロシアに干
かん

渉
しょう

してシベリア出
しゅっ

兵
ぺい

（～1922） 

             （大きな成果は得
え

られず国内からも批
ひ

判
はん

を受ける） 

 大正７年（1918） 米
こめ

騒動
そうどう

（米の値段がはねあがったことを理由に） 

 大正 12年（1923）関東
かんとう

大震災
だいしんさい

（社会不安） 

 昭和２年（1927） 金
きん

融
ゆう

恐
きょう

慌
こう

（日本全体が不
ふ

況
きょう

に…） 

 昭和６年（1931） 満州の日本軍（関東軍
かんとうぐん

）が満州事変を起こす 

            ＝「中国軍に線路を爆
ばく

破
は

された」→日中間で交戦状態に… 

             （本当は日本軍の自作自演） 

 昭和７年（1932） 満州国建国（執
しっ

政
せい

・溥儀
ふ ぎ

に実権なし 

……日本の傀儡
かいらい

政権） 

            →国際社会の承
しょう

認
にん

を得られず…… 

 

 

 

  

 昭和８年（1933） 日本、国
こく

際
さい

連
れん

盟
めい

を脱
だっ

退
たい

 

 
日本のロシアに 

対する感情が悪化 

 

Ｑ２ 

Ｑ３ 

Ｑ４ 

日本の撤退
てったい

に 

   賛成   票 

   反対   票 

 我軍猛進攻撃旅順背面美邦画 明治 37年（1904） 個人蔵（陸上自衛隊宇都宮駐屯地防衛資料館寄託） 

満州国建国時の日本の勢力圏 



 昭和 10年（1935） 東北地方で冷害
れいがい

、凶
きょう

作
さく

に 

 昭和 12年（1937）７月 日中戦争がはじまる 

               →以降、戦地への動員数は年々増加しつづけていく 

（昭和 12年：約 59万 4千人→昭和 20年：約 356万人） 

 昭和 13年（1938） 国
こっ

家
か

総
そう

動
どう

員
いん

法
ほう

 

 昭和 15年（1940） 日
にち

独
どく

伊
い

三
さん

国
ごく

同
どう

盟
めい

 

 昭和 16年（1941）１月 アメリカが日本に対する石油の輸出を禁止 

           12月８日 海軍がハワイ・真
しん

珠
じゅ

湾
わん

を攻撃 陸軍がマレー半島上陸 

 昭和 17年（1942）～ アメリカをはじめとした連合軍の攻勢
こうせい

が激化 

               →日本は防空圏
ぼうくうけん

を少しずつ縮小させていく…… 

 昭和 19年（1944）７月 サイパン島の日本軍守備隊が玉
ぎょく

砕
さい

 

           ８月 学
がく

童
どう

疎
そ

開
かい

促
そく

進
しん

要
よう

綱
こう

により都市部の子どもたちが地方へ集団疎開 

 昭和 20年（1945）３月 10日 東京大空襲（10万人以上が犠
ぎ

牲
せい

に） 

           ４月 26日～ アメリカ軍が沖縄に上陸（～６／23沖縄戦） 

                    →沖縄警察部長・荒
あら

井
い

退
たい

造
ぞう

が県民保護に尽
じん

力
りょく

 

                    →陸海軍が「特攻
とっこう

」を実行（約 4000人が犠牲に） 

           ７月 12日 宇都宮空襲（620人以上が犠牲に） 

                    ※真
も

岡
おか

・鹿
か

沼
ぬま

にも焼
しょう

夷
い

弾
だん

が投下される 

                     （真岡では９歳の少年が犠牲に） 

           ８月６日 広島にウラン型原
げん

子
し

爆
ばく

弾
だん

投下（14万人以上が犠牲に） 

             ８日 ソ連軍が満州北部・樺
から

太
ふと

・朝鮮に侵攻
しんこう

 

             ９日 長崎にプルトニウム型原子爆弾投下（７万人以上が犠牲に） 

             15日 昭和天皇、ポツダム宣言の受
じゅ

諾
だく

を国民に伝える 

           10月  GHQ（連合国軍最高司令官総司令部）が進
しん

駐
ちゅう

 

                    →日本人の非
ひ

武
ぶ

装
そう

化
か

・民主化…… 

 

 

 

 

 昭和 21年（1946）11月３日 日本国憲法制定（翌年５月３日公布） 

 昭和 22年（1947） 農地改革（地主の多くが土地を失う） 

教育基本法・学校教育法制定 

 昭和 26年（1951） サンフランシスコ平和条約に調印（日本の主権回復が認められる） 

 昭和 31年（1956） シベリア抑
よく

留
りゅう

者の引
ひき

揚
あ

げが完了 

 

Ｑ５ 

戦後日本が抱
かか

えた 

課題とは…？？ 

    



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（
一
部
抜
粋
） 

私
は
故
郷
を
出
て
満
二
年
有
半
、
二
十
五
才
も
半

ば
を
過
し
ま
し
た
。
青
春
は
無
に
致
し
ま
し
た
が
、

此
の
間
の
貴
重
な
る
体
験
を
せ
め
て
も
の
土
産
と

し
て
復
興
に
資
さ
ん
と
願
つ
て
居
り
ま
す
。
（
中

略
）
新
し
い
民
主
的
日
本
へ
生
れ
か
は
り
つ
ゝ
あ

る
こ
の
過
渡
期
に
当
り
健
康
と
頭
脳
と
協
力
に
依

つ
て
頑
張
つ
て
下
さ
い
。
私
も
近
き
将
来
の
再
会

を
確
信
し
て
皆
様
の
御
期
待
に
そ
ひ
た
い
と
思
つ

て
ゐ
ま
す
。 

いまやっと戦争はおわりました。二度とこんなおそろしい、か

なしい思いをしたくないと思いませんか。こんな戦争をして、

日本の国はどんな利益があったでしょうか。何もありません。

ただ、おそろしい、かなしいことが、 

たくさんおこっただけではありませんか。 

（「あたらしい憲法のはなし」より） 

俘
虜
用
郵
便 

昭
和
二
一
年 

栃
木
県
立
博
物
館
蔵 

篠
崎
九
平
宛
疎
開
児
童
書
簡 

昭
和
二
〇
年 

真
岡
市
蔵 

あたらしい憲法のはなし 昭和 23年 栃木県立博物館蔵 

校
長
先
生 

そ
の
後
お
変
わ
り
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。 

一
雨
ご
と
に
暖
か
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

僕
た
ち
も
毎
日
元
気
で
七
日
十
七
時
、
市
谷
国
民
学

校
に
帰
校
い
た
し
ま
し
た
。 

考
え
て
み
れ
ば
あ
の
半
年
、
鬼
怒
川
の
開
拓
、
麦
踏

み
、
大
豆
、
落
花
生
の
収
穫
、
稲
刈
り
、
雪
合
戦
、
兎

追
い
な
ど
い
ろ
い
ろ
楽
し
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。 

こ
の
楽
し
い
中
に
も
私
た
ち
の
た
め
に
、
体
に
、
勉

強
に
、
い
ろ
い
ろ
お
世
話
く
だ
さ
い
ま
し
て
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

私
た
ち
一
同
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
後
も
私
た
ち
は
心
を
体
を
鍛
え
あ
げ
て
、
き
っ
と

あ
の
憎
い
米
英
を
や
っ
つ
け
ま
す
。 

で
は
お
元
気
で
。
さ
よ
う
な
ら
。 


